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mtDNAのチトクロームｂ領域の塩基配列からみた

沖縄島と奄美大島のマングースの類縁関係

剛4，川島由次４関口恵史1,4，井上文英2，上田智之3，小倉

’琉球大学医学部解剖学第二講座

２琉球大学医学部生化学第一講座

３琉球大学医学部附属動物実験施設

４琉球大学農学部亜熱帯動物学講座

緒 ＝

マングースは，広義には食肉目，マングース科（17属37種）に属する哺乳類の総称で，アフリカ

から西アジア，中央アジア，東南アジアにかけて分布している（CorbetandHill,1986)．このう

ち沖縄島に棲息する種（Hｾﾉﾇﾌesr“sp.）は，1910年に毒蛇であるハブ（刀･ime豚"“/7m'0Ｖか"な）

やネズミ類の駆除を目的として，英領印度，カルカッタ地方より東京帝国大学の渡瀬圧三郎により

沖縄島へ移入された（著者不明，1910)．沖縄島では，はじめ13頭から17頭のマングースが南部地

域を中心に放獣されたが（小倉ほか，1998)，現在では島のほぼ全域に定着している（藤枝，１９８０；

阿部，1994)＿一方，奄美大島（鹿児島県）では，1979年頃からマングースが目撃され始め，同島

中北部の名瀬市を中心に分布域が拡大している（阿部，1991,1996)．奄美大島のマングースは沖

縄島より持ち込まれた可能性が高いとされているが（阿部，1991,1993)，移入時の経緯や目的は

明らかではない．

沖縄島に移入されたマングースは,移入当時はＨｅノアGsiaFj"""ｇｏあるいは雄'p"raFg'た2"s(渡

瀬，1911)，その後はインドマングース（HどZp"jaFe`汕砿ii）（藤枝，１９８０；宮城，１９８４；環境庁，

1983）として扱われてきたが，近年では，外部形態と頭蓋骨の計測結果からジャワマングース

(HEnp"“ｊ､'α"ｊ“）であるとされている（阿部，1991,1993；小倉ほか，１９９８；永山ほか，印

刷中)．奄美大島のマングースについても阿部（1991,1993）はジャワマングース（HEJpasres

mwz"icE`s）ではないかと述べており，両島のマングースは形態学的見地より同種であると思われ

る．しかしながら，遺伝的特性の比較による両地域のマングースの分類学的検討はこれまで行われ

ていない．そこで本研究ではミトコンドリアＤＮＡ（mtDNA）の塩基配列を比較し，沖縄島と奄

美大島のマングースの分類学的検討を行うことにした．

材料と方法

検討には，沖縄島の西原町で捕獲された雄２頭（体重7049,7589）と奄美大島の大和村で捕獲

された雄２頭（体重7859,7739）を用いた．それぞれの個体について，ペソトバルピタールナト
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リウム（40ｍｇ/kg）による深麻酔の後，腹大動脈からＥＤＴＡ存在下で採血を行った．得られた血

液サンプルを遠心分離し，白血球分画よりmtDNAExtractorWBKit（和光純工業株式会社）を

用いてmtDNAを抽出した．こうして得られたｍｔＤＮＡのうちのチトクロームｂ領域をＰＣＲ

(PolymeraseChainReaction）法により増幅した．増幅に用いたプライマーは，フイリマングース

(Hｾﾉｺﾞpesj“aHrQp""αａｍｓ）の同領域の塩基配列（AccessionNo．Ｘ94926,LedjeandArnason，

1996）をもとに設計し，Ｈ５'一CATCCGCAAATCACACCCAC-3’，およびＬ５'一CGGC

TTAATATGTGGTGGGG-3’とした．ＰＣＲ産物をクローニングキット（TOPOTACloning

Kit,InvitrogenUSA）を用いてクローニソグした．

各個体につき，２つのクローンの塩基配列を解読した．塩基配列の解読はLIC-DNAアナリシ

スシステム（Li-CORUSA）によって，ThermoSequenceCycleSequencingKitUS78500

(PharmaciaUSA）を用いて行った．得られた塩基配列に，フイリマングース（Ledjeand

Arnason,1996）の塩基配列を加えてアラインメントを作成した．

また，沖縄島に移入されたマングースの原産地（著者不明，１９１０；岸田，1927）を含む，インド

マラヤ地域のマングースについては，CorbetandHill（1992）による分類学的記載がある．Corbet

andHill（1992）は，それまでのフイリマングース（H巴'y〕&５２巴３日"'･QpL`"cmms；英名，Small

Indianmongoose）とジャワマングース（HbmasresjmJα"た妬；英名，Javanmongoose）の２種

(CorbetandHill，1986）を一括してジャワマングース（Hｾﾞﾉﾖp“jaFjJwmiczJs；英名，SmallAsian

mongoose）と分類している．分類学的検討にあたっては，ＬｅｄｊｅａｎｄＡｍａｓｏｎ（1996）から引用し

たフイリマングース（HblPeSj“｡"mPzl"cmms）をCorbetandHill（1992）に従い，ジャワマン

グース（HどzpesreBjawmjcL'３）と扱うことにした．

結 果

沖縄島（Okinawa=ｌおよびOkinawa－２とした）と奄美大島（Amami-lおよびAmami－２とし

た）のマングースのmtDNAチトクロームｂ領域における752塩基の配列を図ｌに，また塩基配列

の変異率（相違塩基数/752ｘｌＯＯ［％]）を表１に示した．沖縄島のマングースの塩基配列を比較す

ると，Okinawa-lとOkinawa-2の間にはｌ塩基のみの変異がみられた．奄美大島のマングース

Ａｍａｍｉ－ｌとAmami-2は全く同じ配列であった．沖縄島と奄美大島の塩基配列を比較すると，

Okinawa-2とAmami-lおよびＡｍａｍｉ－２の間には塩基配列の変異はなく，Okinawa-1と

Amami-1およびAmami-2の間にはｌ塩基の恐の変異がふられた．ジャワマングース（Ledjeand

Amason，1996）とOkinawa-lとの間には９塩基に変異がみられた．ジャワマングース（Ledje

andArnason，1996）とOkinawa-2,Amamai-lおよびAmami-2との間には８塩基に変異がゑら

れた゜

表1．mtDNAcytochromeb領域の変異率（％）

個体 Okinawa－１Okinawa-２Ａｍ２ｍｉ－１Ａｍａｍｉ-２ＨノnwJ"ic2Jsl）

Okinawa-1

Okinawa-2

AmaTni-1

AｍＨｍｉ－２

Ｈノロw、正雄I）

0．１３

０．１３

０．１３

１．２０

0.00

0.00

1.06

0.00

1.06 1．０６

I)LedjeandArnason（1996）より
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本研究によって得られた塩基配列をＤＤＢＪ（DNADataBankofJapan）に登録した；

１，ABO50128；Okinawa-2,ＡＢＯ50129；Amami-LABO50130；Ａｍａｍｉ－２，ABO50131.

Okinawa

考察

食肉目のチトクロームｂ領域については，ニホンイタチ（jVtJslem〃αLsi）で0.8％（Masudaand

Yoshida,1994)，コヨーテ（Ｑ加芯ﾉbzrJzz"s）では0.9～Ｌ3％，タイリクオオカミ（CmzjFﾉZ《PHS）で

は0.3～0.5％（WayneandJenks，1991）の種内変異があることが報告されている．これらの食肉

目における種内の変異率を考慮すると，沖縄島および奄美大島のマングースとLedjeandArnason

(1996）が分析したジャワマングース（Hｾﾘp“/“jpwmi“）間の変異率は1.06～1.20％と種内変

異程度である．したがって，沖縄島と奄美大島のマングースはジャワマングースである可能性が高

いと考えられた．また，CorbetandHill（1992）によると，ジャワマングースはイラン，イラク，

パキスタン，北インドから中国南部とマレー半島にかけて，ハイナン島，ジャワ島に分布している．

沖縄島のマングースの原産地は，英領印度カルカッタ（著者不明，1910）あるいはガンジスノⅡ河口

の三角州（岸田，1927）とされているが，これらの原産地は，CorbetandHill（1992）によるジ

ャワマングースの分布域に含まれる．したがって，本研究における沖縄島に移入されたマングース

がジャワマングースである可能性が高いという見解は，ジャワマングースの地理的分布の側面から

みて，妥当であると考えられた．この結果は，形態学的な観点から，沖縄島と奄美大島のマングー

スはジャワマングースであるとした阿部（1991,1993)，小倉ほか（1998）の見解をＪ解析例数が

少ないながらも遺伝的特性の観点から支持するものである．

Pocock（1941）はジャワマングース（Hご'PaFteFmwmic“）を地域別に３亜種に分類している．

Pocock（1941）の記載によると，これらの３亜種のうち，ＨＬｊ.αzJrqPzJ"cmr“は北インド，アッ

サム，マニプール，ベンガルおよびガソジス川南方からオリッサ州のチルカ湖にかけて，Ｈﾉ．

pαﾉｌｉｐＢｓは北西インドのタール砂漠からメソポタミアに，Ｈｊ.ｂか､α"jbHsはビルマ南部に生息し

ている．地理的な分布域から判断すれば，沖縄島のマングースの原産地が英領印度カルカッタ（著

者不明，1910）あるいはガンジスノⅡ河口の三角州（岸田，1927）と記戦されていることから，沖縄

島へ移入されたマングースはPocock（1941）に記載されているＨＨｊ.dmmP""CmrlJSに該当すると

考えられた．

また，沖縄島と奄美大島のマングースならびにジャワマングース（LedjeandArnason，1996）

における変異率（1.06～1.20％）と食肉目における変異率を比較した場合は同程度であったのに対

して，沖縄島と奄美大島の両島におけるマングースの変異率（O～0.13％）および両島間の変異率

(O～0.13％）の各変異率は食肉目の変異率に比べてかなり低くなっている．したがって，沖縄島と

奄美大島のマングースが同種である可能性はさらに高いと考えられた．この結果は，形態学的な比

較に基づいて出された，沖縄島と奄美大島のマングースが同一種であるとの見解（阿部，1991,

1993）を，さらに沖縄島のマングースが奄美大島へ移入されたという推察（阿部，1991,1993）を

解析例数が少ないながらも遺伝的特性の観点から支持するものである．

本研究において研究対象としたエジプトマングース属（HE7pBs/aFsp.）のうち，沖縄島のマン

グースの原産地を含むインドマラヤ地域には，今回検討したジャワマングース（Ｈ２'ipaFres

jm'｡"たzJs）の他に７種のマングース（CorbetandHill，1992）が知られている．本研究では，ジャ

ワマングース以外の種との比較検討ができず，他のエジプトマングース属のマングースと沖縄島お

よび奄美大島のマングースとの系統的遠近関係は不明であった.今後,沖縄島と奄美大島のマソグー
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〆の種の帰属をより明らかにするためには，ジャワマングースの近縁種，すなわち同属樋などの複
数の候補種を含めた相対的な類縁関係を吟味する必要があると考えられた．

辞

奄美大島において，マングースの捕獲にご協力いただいた，財団法人自然環境研究センターの石
井信夫博士に心から感謝申し上げます。また，沖縄島と奄美大島のマングースの，頭骨による分類

結果を発表前に提供して下さいました琉球大学腿学部亜熱帯動物学講座の永山泰彦研究生に厚く御
礼申し上げます．
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